
　維持・継続が難しい印象のある異
業種交流会ですが、都産技研の支
援から誕生した“プラザ21”は、今年
で発足30周年を迎えました。継続の
秘訣はどこにあるのでしょうか？
　「まずは、何よりも会員同士の信頼
関係を構築して、それを深めていった
ことが大きいと思います。これに最も
役立ったのは、海外研修です。朝から
晩まで一緒に行動するので、いやが
上にも会員同士のコミュニケーション
が深まり、相互理解が進みました。
　また、組織づくりにもコツがありま
す。“プラザ21”では、弁護士や税理
士などにも会員として参加していただ
き、実際にビジネスに役立つ人脈づく
りを実現しました。さらに、共同研究契
約を通じて、私の研究室のスタッフに
も事務局の運営を手伝ってもらい、会
員の負担を軽減しています」（竹内氏）

　6月、プラザ21異業種交流30年記念事業の第一弾として、講演会「日本の伝統文化を知る」
が開催されました。2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催を受け、自国の伝統文化を外
国の方にも説明できるようにという意図から企画されたそうです。文化庁伝統文化課課長神代 浩
氏が講師となり、メンバーの業種にとらわれないテーマに触れ、日頃出会う機会のない人 と々の交
流が叶うことこそが異業種交流の醍醐味ではないでしょうか。

　お互いの絆が深まる中で、新たな共
同開発商品も数々登場しました。しか
し、共同開発よりも、もっと大切にすべ
きことがあると代表幹事の津屋氏は言
います。
　「我が社でも、高精密アルコール濃
度計やホルマリンガス濃度計などの共
同開発を行って成果を挙げました。しか
し、共同開発の場合、開発資金の分
担や責任の所在など、さまざまな問題
が出てきます。ですから、共同開発より
も自社開発のための技術を補う“知
恵”を授かるつもりで異業種交流会に
参加してみると良いと思います」

　「ビジネス環境が急速に変化してい

る今、他社のやり方や考え方を知るこ
とは、より重要になっていると感じてい
ます。先日も、某企業の工場見学に
行ったのですが、それまで少量多品種
製造は、オートメーション化には向かな
いと決めつけていた考えが一変しまし
た。」（津屋氏）
　「中小企業の経営者・技術者は、自
ら進んで外へ出ていかないと既成概念
を崩すことは難しいと思います。こうした
異業種交流会での新たな出会いは、ま
さに必要不可欠なものです。そこにある
価値に気付けるかどうかは本人次第な
のではないでしょうか。」（原田氏）
　メンバーの関係づくりに組織づくり、
そして個々の参加メンバーの心がまえ。
さまざまな要素が複合的に作用してこ
そ、今の“プラザ21”があるのです。

異業種交流をどう活かす？
　都産技研では、昭和59年から異業種
交流グループの発足を支援し続け、現
在、27グループ400企業が活動して
います。昭和60年に発足し、今年で30
周年を迎えた異業種交流グループ“プラ
ザ21”の代表の方々に、お話を伺いま
した。
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　都産技研は、ロボットや応用製品を創り、新しいサービスの提供を目指す中小企業を支援するため、
共同研究開発テーマを公募します。公募に関する説明会を下記内容で開催します。

ロボット産業活性化事業
共同開発テーマの提案募集説明会

講演会レポート

講演会などの催しで、さらなる人脈づくり
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異業種交流グループ“プラザ21”

2014年度日本マグネシウム協会　奨励賞受賞
　マグネシウムに関する研究開発や事業運営に多大な
業績を残し、現役で活躍する人物に贈られる奨励賞を
城南支所長 上本 道久が受賞しました。

受賞報告

第13回天田財団助成研究成果発表会
優秀賞 受賞

　公益財団法人天田財団が主催した「第13回天田財団助成
研究成果発表会」で研究発表を行った機械技術グループの
中村 健太 副主任研究員の研究成果が優秀賞を受賞しました。

機械技術グループ ＜本部＞　
TEL 03-5530-2570

お問い合わせ 表面技術グループ ＜本部＞　
TEL 03-5530-2630

お問い合わせ

城南支所　TEL 03-3733-6233お問い合わせ

ロボット企画グループ＜本部＞  TEL : 03-5530-2558お問い合わせ

平成27年度日本材料科学会学術講演大会
若手奨励賞受賞

　日本材料科学会が主催する学術講演大会で、表面技術グ
ループの浦崎 香織里 副主任研究員が口頭発表部門で若手
奨励賞を受賞しました。

受 賞 者：城南支所長　上本 道久
表彰団体：一般社団法人日本マグネシウム協会
受 賞 日：平成27年6月2日（火）

受 賞 者 ： 機械技術グループ 中村 健太 副主任研究員
表彰団体 ： 公益財団法人天田財団
受賞内容 ： ｢980MPa級高張力鋼板の高精度

穴あけ加工に用いる工具のコーティ
ングと潤滑剤の組合せ効果｣

受 賞 日 ： 平成27年5月29日（金）

受 賞 者 ： 表面技術グループ 浦崎 香織里 副主任研究員
表彰団体 ： 日本材料科学会
受賞内容 ： 「電子部品用ホウ素フリーニッケル

めっきの開発」
受 賞 日 ： 平成27年6月5日（金）

日本国内に登記簿上の本社または事業所があり、単独ないし複数
で研究開発を希望する、日本国内に開発拠点を構える中小企業

当該研究開発に必要な費用のうち、この研究開発に専用として
使用するもの（備品費、消耗品費、労務費、旅費、外注費、実施
許諾料　ほか）

①平成27年10月1日から平成28年9月30日まで（1年間）
②平成27年10月1日から平成30年9月28日まで（3年間）

①1テーマあたり1,000万円以内（都産技研負担100％） 
②1テーマあたり全期間で3,000万円以内（都産技研負担100％）

※本事業は、都産技研との共同研究開発として実施する事業です。
　詳細については、平成27年7月28日以降に、都産技研ホームページに
掲載予定です。
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■ 公募型共同研究開発概要 ■ 説明会日程および会場

■ 申込方法（ＦＡＸ）
参加を希望される方は、参加希望日、場所、所属機関名、出席者氏
名（ふりがな）、連絡先（TEL､FAX､メールアドレス）を記載の上、
FAX（03-5530-2458）でお申し込みください（様式は問いません）。

【多摩､東京】平成27年7月27日（月）正午
【大阪】　　 平成27年7月31日（金）正午

日　時 会　場
【多摩】
平成27年7月28日（火）
14時00分～15時30分

都産技研 多摩テクノプラザ
　昭島市東町3-6-1　
　産業サポートスクエア・TAMA

【東京】
平成27年7月29日（水）
14時00分～15時30分

都産技研 本部
　江東区青海2-4-10

【大阪】
平成27年8月 3日（月）
14時00分～15時30分

大阪商工会議所
　大阪市中央区本町橋2-8

締　切
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